
 

 

 

 

 

① 授業改善の取組 

・「学習に向かう力を育成する授業づくり」をテーマとし、人権尊重の３視点（自己存在感・共感

的人間関係・自己選択・決定）を位置づけた道徳科授業を推進する。 

② 補充学習の取組 

・帯時間を利用して算数の活用問題、国語の言語事項の学習に取り組ませる。 

（１～4 年生は算数の活用問題、5・6 年生は国語の言語事項や新聞ワークを用いて自分の意見を書

く学習を行う。） 

③ 家庭学習の取組 

・学期に 2 回自主学習週間（わくわくホームワーク週間）を実施する。 

・保護者は自主学習週間中の児童のノートに目を通し、1 回以上サインやコメントを書く。 

 

 

①  指導方法や指導形態の工夫 

・各教科の授業で課題提示の後に、ペアやグループ学習で根拠をもって説明する場を設定する。 

・ペアやグループの学習において、考えるための技法を活用した発問や指示を行う。 

・児童の学習状況に応じて、算数の授業において少人数指導を取り入れる。 

②  児童生徒の学習意欲を向上させるための工夫 

・わくわくホームワーク週間では、参考にしたいノートを各学年 1 名ずつ掲示し、お互いのノート

を見合ったり、交換して取り組んだりする機会を設けている。 

・授業だけではなく、豊かな心ＰＪ（人権・生活部）の各種全校集会、健やかな体ＰＪ（体力向上

部）の全校なわとびタイムの取組においても振り返りを重視し、自分事として考えたり、感想を述

べ合ったりする機会を設け、対話的な活動を日常化している。 

③  家庭学習の取組 

・自主学習週間開始前に、確かな学びＰＪ（学力向上部）の教員が周知と意欲付けを行う。 

・健やかな体ＰＪによる「すいみんぐっすり週間」の取組等を通して基本的な生活習慣を整える。 

・活動を精選することで、個別に指導できる時間を捻出し、やり直しの徹底を図った。 

効果のある取組事例 
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